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窒素 トレーサー法で検討 した。その結果,肥料の利用率は降雨量 と関係 し,雨量の多い場合はポリオレ
フィン樹脂被覆尿素(POCU)の利用率が速効性の尿素より著 しく高 く,収量も向上することを明らかに
した。
第3に,シ ュウ酸集積植物であるホウレンソウ,スイバ,ル バーブ,フ ダンソウの栄養的品質の改善
を検討 した。その結果,ポ リオレフィン樹脂被覆肥料を用いると従来不可能であった畑状態でもアンモ
ニウム栄養を持続することが可能であ り,これら植物のシュウ酸および硝酸集積を軽滅 し,逆に活性化
酸素抑制 に有効なアスコルビン酸濃度が高まる事を明 らかに した。また,こ れらシュウ酸,硝酸および
アスコルビン酸の集積における相互関係 を明らかにすると共に,これらの効果はポリオレフィン樹脂被
覆リン酸アンモニムの施用で最 も有効である事を明らかにした。
第4に,現 在西欧を中心に社会問題化 してお りわが国でも注目されている野菜の硝酸集積に対する改
善方法を検討 した。その結果,野 菜の硝酸集積量は土壌中の硝酸集積量 と密接な関係があること,緩効
的溶出をするアンモニウム形態のポリオレフィン樹脂被覆肥料を用いると野菜の硝酸集積が著 しく軽減
できることを明 らかにした。
以上のように,本研究は野菜栽培における省力栽培,栄 養的品質改善,あ るいは肥料による環境負荷
軽減がポリオレフィン樹脂被覆肥料を用いれば可能であることを明らかにした もので,学 問的に大きな
貢献をすると共に,今後の野菜栽培の新 しい方向性を提示 したものであり,審査員一同は本論文が博士
(農学)の学位を授与するに値する内容であると判断 した。
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